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今、学校では

Ø 取り組まなくてはならない課題が多く多忙
Ø 総合的な学習の時間の形骸化
Ø 探究学習が分からない、指導できない教員の増加

l 教員不⾜ ➡ 児童⽣徒⼀⼈当たりの教育予算がOECD最下位
l 教員の意識不⾜ ⽂科省・教育委員会⽅針に対する思考停⽌

u １学級あたりの児童・⽣徒数を３０名に減らす。⼩学校低学年は２０名
u 担う職務内容を⾒直し、専科教員や教務事務などの専⾨職を増配置
u 教科の基礎基本に特化した研修や指導の是正
u ⼩中学校も「総合的な探究の時間」に名称変更
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